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　1967年、ジル･ドゥルーズは「ザッヘル＝マゾッホ紹介」1）を刊行する。この本において、ドゥ
ルーズは、マゾヒズムの問題をめぐって、フロイトの理論を検討し、精神分析との対話を進めてい
る。 70年代にはいって、フェリックス・ガタリと共同作業をするようになると、ドゥルーズは精神
分析に対して、性急で全否定に近い批判を浴びせかけるようになるが、ここではじっくりとフロイ
トにつきあっていて、その意味でこの書物はドゥルヤズの作品のなかでも貴重な意味を持つ。
　マゾヒズムという語は、1886年にクラフト＝エビングによって作家ザッヘル＝マゾッホの名前を
もとに作られたものである。クラフト＝エビングにおいてすでに、マゾヒズムとサディズムとのあ
いだには関連があると考えられていたが、フロイトはもっと決定的に、マゾヒズムとサディズムは
同じ倒錯の受動的側面と能動的側面の差異にすぎず、同じ個人にあらわれるとした。そこからサドー
マゾヒズムという単位が生まれる。　ドゥルーズが解体しようとするのは、マゾヒズムとサディズム
は相互補足的なものだというこの考え方、そこからくるサドー=マゾヒズムという実体なのだ。マゾ
ヒズムとサディズムめ異質性、非対称性を明らかにするために、ドゥルーズはマゾヅホの文学作品
を読むことから始める。批評(critique)と臨床(clinique)が新しい関係にはいらなければなら
ない。また性急な病因論に、差異を浮き彫りにする症候学が先行すべきなのである。そのためにドゥ
ル←ズは不当にも無視されがちだったマゾッホの作品を読むことを実践してみせる。そしてマゾッ
ホ的世界の独自性を示し、サディズムとの対比において、マゾヒズムとはなにかを追及していくの
である。その議論をたどっていこう。　　　　　　　　　■　　　■■　■■　　　　　　　・　　　　　・
　まずマゾッホとサドの作品における言語の機能の差異がある。一般にポルノグラフィーとよばれ
る文学は、命令的な台詞とそれに続く狼褒な描写からなるが、マゾッホやサドの文学はそのような
初歩的なポルノグラフィーには還元されえない。サドにあっては、そのまま暴力的なものである推
論の果てしない展開がある。だがそこには教育学的意図はまったくない。それに対して、マゾッホ
においては、すべてが説得であり教育である。マゾヒストは自分自身の拷問者を、説得し、教育し、
養成するのである。マゾヒストは契約を必要とし、サディストは制度を必要とする。サドにはスピ
ノザ的な推論的理性があり、マゾッホにはプラトン的な弁証法的想像力があるとドゥルーズは言う。
　作品における描写の役割も、サドとマゾッホでは異なっている。サドにおいては狼褒な描写は挑
発的要素として不可欠なものであるが、マゾッホにおける弁証法的機能はそれをむしろ排除する。
ドゥルーズはサドの文学における寸否定」（n6gatｉｏｎ）の二つの次元を区別する。「否定的なもの」
（ｌｅnegatif)は部分的な過程であり４「純粋な否定」（１ａ pure negation)は「総体化する＜理念＞」
である2）。それに対して、マゾッホで問題になるめは「否認」(denegation)である。否認」という
現象がもっとも明らかになるのはフェティシズムの場合であるが、フェティシストは女性にはペニ
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でワンダは何度もくしゃみをし、風邪をひかないだめに毛皮を身にまとうのである。そしてさらに、
マゾッホの三人の女性はΞつの母性のタイプに対応する。まず、遊女を思わせる子宮的母親、第２
に、乳を授け、死をもたらす口唇的母親、第３にエディプス的母親である丿これらの母親像のなか
で、第２の口唇的母親がマゾッホ的理想像となる。　　　　　　　　　し
：マゾJヒズムにあって、父と母はどういう意味を持つか。精神分析によれば、マゾヒストに鞭をふ
るう女性の背後には父が隠れている。マゾヒストを苦しめるのは実際には父であるはずなのだが､づ
それではあまりにも同性愛的であるこどが明らかすぎるという理由によって、母の代理である女性
が選ばれるというのである。サディズムでは、父権的主題が存在するのは疑いがない。父が娘と結
託して母を苦しめ、娘に母を殺させるというのが基本的な構図なのだ。精神分析は、サディズムと
マゾヒズムが相互補足的なものだという前提に立っているから、サディズムにおいて父が支配的な
らば、マゾヒズムでも父は重要な位置にいるはずだということになるのだが、ドゥルーズは、それ
では鞭打たれるのは誰なのか、父はどこに隠れているのかを問う。そして、父は殴られるマゾヒス
ト自身のなかにいるのであり、鞭打たれ辱められるのはマゾヒスト内部の父のイメージそのものだ
と答える。 マゾヒストが賄おうとする罪は、自分が父に似ていることである。　　　　　　　∧
　母の三重化（子宮的母親、口唇的母親､‥エディプス的母親）によって、父の機能はすべて象徴的
に女のイメージヘ転移され√父は排除される。ついで、すべての母性的機能が「良い母親」である
口唇的母親へ圧縮される。マゾヒズムにおいては、売春という機能が「悪い母親」である子宮的母
親やエディプス的母親によってではなく、貞潔で「良い母親」である口唇的母親によって遂行され
る。マゾッホにとっての理想的売春は、「良い母親」である自分の妻を契約のもとで､＼他人に身を
まかせるように説得することである。それに対し、サドにおける普遍的売春は、母親の破壊と娘の
選別にもとづく。　　　　　　
■■　■　■　
･。・　。　　　　　　。　　　　　　。。　　。　　;｀●　　　Ｉ　　●　　･：｡
　ここでドゥルーズは、「父の名」と象徴界の創設とを関連づけるラカンの理論に異議を唱えてい
る。母親を自然の側におき、父が文明の原理としての法の体現者だというのは、分析的でない観念
ではないか、と。だが、ドゥルーズは、象徴界から排除されたものは、現実界に幻覚として再出現
するというラカンの表明した法則は受け入れている。そして、『毛皮を着たヴィーナス』の結末は、
自分を排除した世界への攻撃的で幻覚的な父親の回帰を描いているという。マゾッホの『毛皮を着
たヴィーナス』で父親の登場するところを引用してみる。
＼（‥･）:だが、老いて病身の父に助けを求められたのである。　　　　ト　　　………
そこで私は故郷に帰って､ﾚひっそりと暮しながら父の片腕となづて二年間あれこれ父の
わずらわしい仕事を手伝い、財産を管理し、これまでに知らなかったことを学んだ。すな
わち《働き、義務を遂行すること》である。いまやさわやかな真水を飲んだように私は生
き返った。それから父が死に、私か領地管理人となったが、そのことで取り立てて何ごと
かが変わったわけでもなかった几　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　犬
　どうだろう？ここから、父の攻撃的で幻覚的な回帰が読み取れるだろうか。いっこうに幻覚的で
はないし、「老いて病身の父」というところからは、むしろ攻撃性を奪われ去勢された父親像が浮
かび上がってくる。こめ点ではドヴルー､ズの主張に同意することはできない。ドゥルーズはラカン
の「排除」(forclusion)という概念を誤解しているレドノウルーズは、精神病を父の問題として考
えるラカンに対七て、母の次元での病因論を提起したいのであろうが、もちろん十分に展開されて
はいない。　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
誤解は誤解として、ドゥルーズの議論を追いたい。マゾヒストは父親の攻撃的な回帰から身を守
88 高知大学学術研究報告∧第47巻こ=……(19弱年)万人=文科学丁下土ﾉﾚ，
るために、「契約」(contrat)という手段に訴える」……I女‘|生:と契
性にすべでの権利を譲渡する。‥そして、∇契約のもどでレブブ＼
象になってい‥る/のは子供ではなぐ父であり、ヤゾヒス………ト＼は･･:､尚）:･j･･=j
二の生誕√単性生殖によ＼る誕生を体験する。………万万………゜
　マゾヒズムの中心には、よI幻想」(phantasm斗が画ﾉ
皮を着たヴィサナス』.･に出でくるギリシャ人に代表ヶさ
ていえばミロ唇的母親は子宮的母親の無名の第三者と=
面せざるをえず､I第三者が必要とコされるめは、「良り
エディプス的母親と置き換えﾉることによって中性化
質的なもめは/口唇的母親と息子の澗係なめであ名。
マゾヒズみでは、期待ミすなわ=ち快楽を待つこと
ﾚあくる期間ﾐだけ、女
乙が√そこで真の対
条件として､∧苦痛:を予期する。マゾヒストにとってはミ………;j夢j･｡4
が必要なのだが､/サディストの場合は反対に、夢かﾚらﾚ醒めレて
ゾヒズムにとって丁契約｣＼が本質的なように、サデ半ズ氷に
それではサンドとマゾッホは法に対してどの･ような態度を]と
し立て√法を逆転するごとに変わ‥りはないが、いわ‥ば戦略カ
ゾッレホはユー七アにようて法に対する。プラトン以来め古I
な原理であるﾉ〈善》に従属するノだがカントめご｢実践理信Ｊ
になる。サドの丁イロニャ｣りよ、より高次な原理をﾚめざじﾇ
るのは、《善》=ではなくし《悪ｙなのである⊃それに対ﾉ口官ヤ
帰結へとむしろ下降する運動なめだレ罰として加え……らj れ2る胴
からすこし長め:に引用してみる。
　彼女/(ワクダ)‥は呼鈴を鳴らした。黒人女たちが大石戈
　｢手を背中で縛ってお七まい｣　　　ニ　し　=ノ万＼ﾉﾉﾉ………｣/==/｣………==;::17万=:
　私は膝をづいたま犬まで、なすがまま=に任せてﾉいｿだ丿布わ
庭園の南の境界を=なしている小さな葡萄園の方ぺ私を拉七
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ていたノ傍には一本め働か置いであ=つた６…　………ﾚ……ﾉ……=万一ﾉ……ﾌ=づ………j｡1.万:
黒人女たちはとある:杭に私を縛りつけると、ﾉ手に手仁全
きながら娯しんだ。しかしそれ舷長い間のことでは瘤＼くﾉ戈
頭には自認の縁なし帽を被りレジノヤケットのポケヅ……｡ﾄﾞ:jt･｡･こ･｡=一了1
縄をほどいてやるように言い、黒人女たちに命じ七万私の悟
範の環を嵌めさせて鋤に結えつけたレト　　　………∧＼……=1=j
　それからワンダの黒い女悪魔どもは私を畑の方に押し万
人が縄を引っ張り、三人目が鞭で私を叱咤する聯が⑤だ=よ
その傍ちに立ってそれをじ=づと見守っｹでいた‰=六大Tjﾚ:∧=万ﾌ
　これをドゥルーズは次のように解釈する。寸このデグ=ｽﾞﾋﾟﾄ
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た系列中に姿をみせており、また二度目にはその系列から抽出され、他の女性たちの全機能を征服
し、変形させ、再生の主題に奉仕させることで系列の総体を統轄するといったかたちで姿をみせて
おり、だからそれは二重化されているというべきであろう。というのは、あらゆる要素が単性生殖
に言及しているからである。葡萄と玉蜀黍との結びつき、あるいはディオニュソス的要素と女性的
農耕共同体との結びつきがそうだ。母と一体化するものとしての鋤がそうだ。単性生殖を活性化す
るものとしてのヘアピンの攻撃と、それに続く鞭の殴打がそうだ。そして縄で引きたてられる息子
の再生がそうである。三つのタイプの母のどれかを選択するという主題が一貫しているし、振幅運
動と、勝ち誇った口唇的母親に子宮的母親とエディプス的母親が吸収される現象も一貫してい
る」6）以上のドゥルーズの解釈は私には強引すぎてほとんど意味をなさないように思える。たった
これだけの描写から、三人の黒人女に三つのタイプの母親を読み取ることも不可能だし、ヘアピン
の攻撃が単性生殖を活性化させるというのも無理がある。ドゥルーズはあまり読まれてこなかった
マゾッホの作品をまず読まねばならないというわりには、解釈が恣意的で、マゾッホのテクストに
忠実でないきらいがある。
　ことにわかりにくいのは、「単性生殖」であるが、イエスのことを考慮に入れるといくらか理解
できる。マソッホには、第一のエピソードとして父に処罰されるカインがあり、第二の工ピソード
としてキリストがある。　ドゥルーズによれば、息子であるキリストを十字架にかけるのは母マリア
なのだ。これがマゾッホ版の「神は死んだ」である。しかし処女である母は息子に第二の単性生殖
による生誕としての復活を保証する。「単性生殖」とはイエスの復活になぞらえたイメージなので
ある。
　マゾヒズムの中心には否認があることはすでに触れたが、マゾヒストの否認は三つある。母親に
ペニスを付与し理想化する否認、父を排除する否認、性的快楽と関連する否認である０　　　　　　｡1
　ついで精神分析がマゾヒズムをどう説明してきたかをドゥルーズは問題にする。性欲動と自我欲
動の二元論にもとづく第一の解釈があり、「快感原則の彼岸」以後の、生の欲動と死の欲動の二元
論にもとづく第二の解釈がある。ドゥルーズのテクストでは、「欲動」(pulsion)となるべきところ
が「本能」(instinct)となっているが、ドイツ語の《Trieb》を《instinct》と訳すのは現在では
批判されており、〈pulsion》（欲動）と訳すことになっているのでそれに従う。ただし「死の本能」
についてはあとで触れる。一般的に理解されているかぎりでは、第一の解釈は、マゾヒズムはサディ
ズムの反転によって生じた二次的なものと考え、第二の解釈は、「死の欲動」という概念の導入に
よって、一次的マゾヒズムの存在を認めたというものである。
　マゾヒズムがたんなる自我へ反転させられたサディズムではありえない理由がある。まず、反転
はリビドー的攻撃性の脱性愛化をともなう。超自我あるいは良心の形成はエディプス・コンプレッ
クスの脱性愛化によるのである。そしてマゾヒズムにおいては、エディプス・コンプレックスが息
を吹き返し、超自我が再性愛化される。第二に、ある量的限度を超えた過程はすべて性欲動の興奮
をもたらすという仮説がある。サディストが他者を苦しめることで快楽を感じるためには、サディ
ストは苦しめられている対象に同一化して、苦痛と快楽の絆を味わっていなければならない。第三
の理由として、自我への反転は、「私は自分を処罰する」「」e me punis)という再帰的段階から、
「私は誰かに処罰される」（ｏｎ me punit)という受動的段階へ、「投射」を経て移行しなければな
らないということがある。以上のような理由で、マゾヒズムをサディズムの反転と理解するのでは
不十分である。
　フロイトの第二の解釈は、生の欲動と死の欲動、エロスとタナトスの二元論による。「マゾヒズ
ムの経済的問題」という論文では、性愛的マゾヒズム、女性的マゾヒズム、道徳的マゾヒズムの三
つの形態が区別されるが、ドゥルーズはこの区別は第一の解釈のうちにすでに存在していたと言っ
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ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥　　‥‥:●●●●●●　　　　　　　●●
　エロスとタナトスは結合した形でしか知られないが、この二つの欲動か分離することも想定でき
る。前者が「融合」(intrication)、後者が「解離」(dSsintrication)……=ﾉ」」とよに琴れる。「エロスの役割
は、タナトスのエネルギーを結びつけ、その結合をエスのうちで快感原則に従属せしめることにあ
るからである。それゆえ、エロスはタナトス以上に与件として示されるものではないにもかかわら
ず、すくなくともその声をあたりに響かせ、現実に顕著な影響を及ぱす＼ものなめだ。だが、エロス
に担われて表面まで導かれる底知れぬ深淵としでのタナトスは、本質的に白をとざしている。それ
だけに怖るるにたるものなのだ。だからこそ、フランス語では、この超越的で沈黙する審級を指し
示すのに『本能』レ死の本能という言葉をとっておくべき=ガレと思われたのである」7）
　それでは、エロスとタナトスの「解離」とはなにか。フロイトはナルシシズム的自我の構成と超
自我の形成は、脱性愛化を含むことを示したが、この二つのヶ－スにおいて、脱性愛化の意味は異
なる。ナルシシズムの場合には、自我の想像力を構成する理想化のプロセスであり、超自我の形成
においては、同一化のプロセスである。「解離は、自我と超自我との関丿連において、結合の内部で
移動可能なエネルギーの形成のみを意味している」8）　　　　　　　･j
　快感原則の彼岸にあるのは「反復」である。サドとマゾプホにおいでも反復が働いている。そし
て反復と快感はたがいに役割を交換し、反復は理想となり、快感は反復のあとを追う。そしてそこ
では、死の本能が□をきくかにみえる。
　自我と超自我の観点から考察しても、サディズムとマゾヒズムは非対称的である。サディストは
あまりにも強力な超自我と同一化しており、外部の犠牲者という形で七か自我を持たない。一方、
マゾヒストには超自我がかけており、自我が、外部に投射された超自我に対して勝ち誇る。サディ
ズムは否定的なものから否定へと向かい、そのプロセスで超自我が機）能する。レヤゾヒズムは否認か
ら宙づりに向かい、そのプロセスで超自我から解放され、口唇的母親にペニスが与えられ理想化さ
れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　以上、ドゥルーズのマゾッホ論を検討七、マゾヒズムの問題についで考えてきた。ドゥル・-ｽﾞの
議論に対していくつかの批判を加えたが、ドゥルーズの目標、つまりヤゾヒズムとサディズムの相
互補足性という考え方を解体し、マゾヒズムとサディズムの非対称性を明らかにすることは、達成
されていると認めうる。たとえばラカン派の分析科医である藤田博史め最近のプゾヒズム論9）を見
てもわかるように、精神分析が依然として、たとえラカン的な装飾をまとっても、基本的には古い
いでいる現状からすれば、サノドーマソヒズムという実体の
ウルーズの仕事には意義があﾚる。ドノウルーズはのちにガタ
図式的なマゾヒズム論から脱却しきれないでいる
悪しき抽象性を暴き出しただけでも、ドゥルーズ
リとの共著『千のプラトー』で、「器官なき身体」との関連でマゾヒズムをとらえることになるだ
ろうが、それがはたして本質的な前進といえるかどうか疑問が残るノあくまで『ザッヘル＝マゾッ
ホ紹介』のドゥルーズを踏んまえて、今後新しいマゾヒズ：泰論が精神分析の立場からも提出される
日が来ることを期待しつつ、本稿を閉じたい。　　　　　し　　　　グ
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